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に校合干渉を装着し、運動が干渉物に妨げられているサイクルを除く 30サイクルの岨鴫運動を記録した。以後、 5 分











差は TOでは、 0.89、 0.8mm でモデルと適合していたが、 Tlでは:、 0.18、 8.6mm となり、モデルと適合していなかっ
た。 T2以降は平均絶対誤差が1.6mm まで減少した。閉口相において校合干渉を人工的に付与する前後のジャークコ
ストの値は、 Tlでは TOと比較して有意に (p<O.OOl) 大きい値であった。 T2以降、 T6まで改善が認められたが、 T6
は TOよりも、 (p=0.082) 大きい値であった。また、閉口相のジャークコストと運動時間との聞には各セッションに
おいて有意に正の相関を認めたが、ヒーク速度との間には相関は認められなかった。減速相ではジャークコストと運
動時間との聞に各セッションにおいてそれぞれ有意の正の相関を認めた。減速相の運動時間と総運動時間に対する比
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3 )閉口相およひ'減速相について、ジャークコストと運動時間との聞に有意の正の相関が認められた。しかし、ジャー
クコストとピーク速度との聞には有意の相関は認められなかった。また、速度プロファイルは、校合干渉を付与した
直後に有意に非対称性を示したが、時間の経過とともに装着前の対称性に近づき、下顎運動の動態特性が時間の経過
とともに適応性の変化を示すことが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究の目的は、成人正常校合者について、(1)校合干渉を付与した場合の岨鴫時の閉口相における下顎運動軌跡は、
最小ジャークコストモデルによって予測できるのか、 (2)岨鴫時の下顎運動の円滑性が攻合干渉の付与により低下する
のか、 (3)閉口相のジャークコストと速度プロファイルを指標として、校合干渉が付与された後に下顎運動の動態特性
が時間の経過とともに適応性の変化を示すかどうかを明らかにすることである。その結果、 (1)校合干渉を付与した直
後にガム岨鴫をさせたときの下顎運動軌跡は最小ジャークコストモデルで予測できなかったが、時間の経過とともに
予測精度は改善された。 (2)校合干渉装着直後に閉口相における下顎運動の円滑性は低下したが、時間の経過とともに、
装着前の状態に近づいた。 (3)閉口相について、ジャークコストと運動時間との聞に有意の正の相闘が認められ、また、
その減速相についても、ジャークコストと運動時間との聞に有意の正の相関が認められた。しかし、ジャークコスト
とピーク速度との聞には有意の相関は認められなかった。また、速度プロファイルは、吹合干渉を付与した直後に有
意に非対称性を示したが、時間の経過とともに装着前の対称性に近づき、下顎運動の動態特性が時間の経過とともに
適応性の変化を示すことが示唆された。
以上の研究結果は、不正攻合者の哩鴫運動制御を理解する上で重要な知見を与えるものであり、博士(歯学)の学
位を授与するに値するものと認める。
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